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修士論文要旨
‘身にっける色’ と‘周辺の色’ の嗜好比較及び相関の検討
　　　　　　　　　　AStudyofDimerenceandCorre1ation
betweenCo1orPreference　as’SomethingtoWear1andas’Surroundings’
三浦　久美子（KumikoMiura）　指導：齋藤　美穂教授
【目　的】
（1）‘身につける色’及び‘周辺の色’の両カテゴリにおけ
　る色彩嗜好傾向を把握する。
（2）それぞれの嗜好傾向を比較し差異、共通性を検討する。
（3）嗜好傾向の性差及び四季差を検討する。
（4）それぞれのカテゴリにおける嗜好相関を検討し、選択傾
　向の比較検討を行なう。
　尚、‘身につける色’とは、『対人場面において第三者に
よって認知される、自已の身体の一部あるいは自己が所有
していると考えられる色』、‘周辺の色’とは、『自己の近く
に存在する空間の色』と定義する。
【研究方法】
刺激：75色で構成されたCOLOR　CHART。
対象者：Table1に性別・四季別の構成を示す。
　丁纈ble1　対象者構成
．‘身にっける色’として最も一般的嗜好傾向を持つクラスタ
（p，1t，v，nを選択したグループ）をさらに細分化し、各
グループが‘周辺の色’として好んだトーン別の集計結果
をFig．2に示す。両カテゴリ間で嗜好の共通11生も観察され
たが、明度あるいは彩度が対象関係にあるトーンを選択す
る可能性も示唆された。
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Fig．工　双対尺度法による分析結果　　Pig－2　各クラスタにおける‘周辺の色’
　　（色相）　　　　　　　　　　　　　　のトーン別嗜好結果
【結　論】
（1）一般的に‘身につける色’と‘周辺の色’の嗜好傾向は異なる。
　その最大の原因は、‘身につける色’として好まれやすい
　b1ackと、‘周辺の色’として好まれやすいgreen系である。
（2）‘身につける色’は色彩として「好き」であることが前
　提となる場合が多く、それには色彩の持つ抽象的あるい
　は具体的イメージが多分に影響を与えている。
（3）‘身につける色’としては、「合わせやすい」「汚れが目
　立たない」など、便宜上の利点も、嗜好を形成する要素
　として非常に重要である。
（4）‘周辺の色’としては、所謂「癒し」や「励み」など気
　分的作用の得られそうな色が好まれる傾向にある。
（5）両カテゴリとも、暗い色や、強い色は嫌われる傾向にあっ
　た。vivid　ye1lowは、好悪の拮抗が観察された。
（6）両カテゴリともに嗜好の性差が確認されたが、原因は男
　性の好むgray系及び女性の好むpink系統であった。
（7）四季差は、特に‘身につける色’の嗜好傾向において認
　められた。その傾向は、春夏と秋冬に大別でき、秋冬の
　方が、暗いトーンの色に対する嗜好率が高かった。
（8）両カテゴリにおける嗜好傾向には明らかな差が存在する
　が、個々人の選択パタンに着目すると、大雑把な分類に
　よってカテゴリ間である程度の共通性が確された。
（9）しかしより詳細な分類によると、‘身につける色’と‘周
　辺の色’で、明度あるいは彩度が対照関係にあるトーン
　を選択する可能性が示唆された。
手続き：COLOR　CHARTから、身につけたい色、周辺に
欲しい色／身につけたくない色、周辺に欲しくない色に対して
3色ずつ選択してもらうと同時に、選択理由の回答も求めた。
【結果】
　両カテゴリにおける一般的な嗜好傾向パタンを確認する
（目的（1）～（3））為、全体・四季別・性別に双対尺度法によ
る分析を試みた。Fig，Iは色相別の全体的分析結果であ乱
‘身につける色’はb1ack、‘周辺の色’としてはGY，Gな
どのgreen系統の色相が好まれることが明らかとなった
また両カテゴリの共通点は、whiteに対する嗜好傾向及びV，
Pなどpurple系統に対する嫌悪率であった。また性差（p
＜、OOO1／byλ2test）の主原因は、男性が好むgray系及び女
性が好むpink系であった。四季差は特に‘身につける色’
のトーンにおいて観察された（p＜．0001／by　x2test） 特
徴を大別すると春夏と秋冬に二分された。
　次に、個体レベルにおける両カテゴリ間での嗜好の変動
や共通性を把握する（目的（4））為、‘身につけたい色’の
結果に対する数量化㎜類による分析の結果得られた主軸を
基に、クラスタ分析による対象者の分類を行ない、各クラ
スタが‘周辺に欲しい色’として選択した色を検討した。
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